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研究成果の概要（和文）：本研究は、中学生の批判的思考力の発達に関する実験的授業を通して、発達を促進す
る社会科授業モデルを開発することを目的とする。中学生の批判的思考力を育成する社会科授業開発に関する実
験的授業を通して、批判的思考力形成過程の仕組みやその条件、発達を促進する指導方略について検討した。そ
の結果をもとにして、中学生の批判的思考力の発達を促進する社会科授業モデルを開発した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop the model of a social studies curriculum through 
experimental lessons on the development of critical thinking ability of junior high school students.
 Through experimental lessons on the design of social studies classes to cultivate critical thinking
 skills of junior high school students, the mechanism of, and conditions for, the process of forming
 critical thinking ability, and the teaching strategies to promote development were clarified. Based
 on the results, the models of social studies curriculum were developed that promoted the 
development of critical thinking skills of junior high school students.

研究分野：教科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 子どもの社会認識の発達の解明とそれに
即した授業実践は、科学的な社会認識の育成
を目指す社会科教育の基礎的な研究課題だ
といえる。一方、現行の学習指導要領では「思
考力･判断力･表現力等」の育成が重要な実践
的課題であり、生徒の思考力･判断力の発達
とそれに即した授業改善に関する具体的な
提言を行うことは社会科教育研究の重要な
研究課題だといえる。さらに、21 世紀にふさ
わしい学びとして世界で注目されている「21
世紀型スキル」では、問題解決力や創造力の
他、批判的思考力があげられており、社会科
教育としてもその育成をはかることが求め
られている。 
 
２．研究の目的 
 研究期間内に明らかにすることは、以下の
３点である。 
・社会科教育で育成を目指す批判的思考力の
構成要素を明確にするとともに、中学生の
批判的思考力を育成する社会科授業の内
容構成や指導方略に関する仮説を提示し、
その有効性と問題点を実験的授業によっ
て明らかにすること。 
・実験的授業の結果を総合的に検討しながら
、中学生の批判的思考力の発達過程に基づ
いた社会科授業モデルを開発すること。 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するため、以下の４点を研
究活動の柱とした。 
・社会科教育で育成する批判的思考力の構成
要素を検討しながら、中学生の批判的思考
力の発達を把握するための調査を計画・実
施し、その発達過程を明らかにする。 
・調査結果をもとに批判的思考力の発達を促
進する条件及び指導方略を検討するため
に、中学校社会科の実験的授業を計画・実
施し、その結果を分析する。 
・社会認識発達とその形成を扱った国内外の
著書・論文・資料を収集・分析し、調査や
実験的授業の方法を検討する。 
・以上の研究成果をふまえながら、中学生の
批判的思考力の発達過程に基づく社会科
授業モデルを開発する。 
 
４．研究成果 
 以下は、生徒の批判的思考力の形成に関す
る実験的授業の概要についてである。 
(1) 生徒の批判的思考力の形成に関する実
験的授業Ⅰ 
①実験的授業Ⅰの目的 
社会科学力としての社会的思考力・判断力
を構成する能力として、事実判断力、帰納的
推論能力、演繹的推論能力、社会的判断力、
批判的思考力の５つを措定し、横断的・縦断
的発達調査を行ってきた。そして、発達調査
の分析結果より中学生の社会的思考力・判断
力の発達仮説として、以下の２点が明らかに

なった。 
・中学生の社会的思考力・判断力（特に帰納
的推論能力、演繹的推論能力、社会的判断
力、批判的思考力）は、学年進行に伴って
高くなり、特に２年生後半から３年生にか
けて伸長する傾向が見られること。 
・社会的思考力・判断力を構成する諸能力は
互いに独立する能力ではなく、相互に関連
しあう能力であること。 
 本研究では、中学生の社会的思考力・判断
力の質的転換期と想定される「中学校２年生
後半から３年生」に対して、それらの能力の
形成をめざした授業を行い、社会科教育とし
ての働きかけの適切性について検討する。具
体的には、社会認識力育成型授業にかかわる
①帰納的推論能力育成授業と②演繹的推論
能力育成授業、及び③社会的判断力育成型授
業、④批判的思考力育成型授業の４類型のど
れがこれらの時期に最も効果があるのか、ま
た批判的思考力と社会認識力及び社会的判
断力の関連について、実験的授業の結果分析
を通して検討する。 
 
②実験的授業Ⅰの手続き 
本研究の調査対象は島根県下の中学校1校
に通う１学年（137 名）４クラスであった。 
実験的授業の実施および内容は、事前に調
査協力校の副校長と社会科担当教諭の了承
を得た。4 回の調査用紙を対応づけるために
調査協力校で各生徒の ID 番号を設定しても
らい、各調査実施時期に記入するよう求めた。 
調査内容は、梅津（2007）のモデルに従い、
調査時期における調査協力者の学習単元で
ある「太平洋戦争」の社会史・生活史を対象・
内容とする、４種類（帰納的推論、演繹的推
論、社会的判断、批判的思考）の調査問題を
作成し使用した。各調査問題には原則２種類
の資料を配置し、回答方法は記述式であった。
得点化にあたっては、社会科（歴史）教育を
専門とする研究者が評価基準に基づいて各
調査問題に対する回答を４段階で評定し、そ
れを各領域得点とした（得点範囲：０～３点）。 
 
③実験的授業Ⅰの実施 
a. 教授書「太平洋戦争」の開発 
実験的授業のための教授書とポストテス
トの開発は、発達の質的転換期に合致するこ
とと、授業実施校の年間計画・授業進度等に
できるだけ無理が生じないことを観点に、第
３学年５月期の歴史的分野単元である「太平
洋戦争」を対象に定めた。 
発達研究としての教授書とポストテスト
の開発の観点は、次の３点である。第１に、
授業で獲得した知識の量が、ポストテストの
回答にできるだけ影響しないように、実験的
授業（教授書）とポストテストは「太平洋戦
争」についての視点・対象・内容を変えるこ
と。第２に、ポストテストの問題で教授書開
発の対象・内容は、「太平洋戦争」の政治史・
戦局史とした。そして、教授書は、社会的思
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　　* p  < .05, ** p  < .01。VIFは1.02～1.24の範囲にあった。

高群 低群高群 低群

.15* .05.15* .11.27** .27**.25** .25**

高群 低群高群 低群

表1　領域群別の重回帰分析結果

批判的思考領域社会的判断領域演繹的推論領域帰納的推論領域

考力・判断力育成の授業の４類型に対応させ
た４つのパートを、７単位時間で完了できる
ように作成した。４つのパートの能力目標は、
次の通りである。 
1)パートⅠ：日本が対米英戦争に踏み切った
判断の根拠を、資料にもとづいて筋道を立
てて説明することを通して、帰納的推論能
力を育成する。 
2)パートⅡ：「総力戦体制」の定義を、①戦
時指導体制、②戦時経済体制、③国民動員
体制、④国民精神の動員の４つの観点から
捉え活用して、戦時下の国民生活に関する
図版や人々の語りがもつ意味を説明する
ことを通して、演繹的推論能力を育成す
る。 
3)パートⅢ：「原爆投下の責任は誰が負うべ
きなのか。」という歴史的論争問題につい
て、事実にもとづく根拠を明確にしながら
討論することを通して、社会的判断力を育
成する。 
4)パートⅣ：1941 年 12 月 7日から 1945 年 8
月 15 日まで日本が進めた戦争の３つの呼
称と関連する歴史記述（教科書記述）を、
問題意識・事実・解釈・価値の結びつきを
視点に吟味し、「歴史を書くこと」「歴史
を理解すること」の意味を説明することを
通して、批判的思考力を育成する。 
b.実験的授業とポストテストの流れ 
 ポストテストは授業実施後に行うが、授業
を受けていないクラスはおよその時期を揃
えることに配慮した。実験クラスと３つの比
較クラスは、４類型の授業をひとつの型ずつ
ずらして実践する一方で、ポストテストは実
験クラスの授業類型の実施ごとに当該類型
のポストテストを４クラス同一に行うこと
とした。例えば、実験クラスについて言えば、
帰納授業 50分×２コマ→帰納テスト 10分→
演繹授業 50分×２コマ→演繹テスト 10分→
判断授業 50分×２コマ→判断テスト 10分→
批判授業１コマ→批判テスト 10 分という流
れになる。比較クラス１は、帰納テスト 10
分→帰納授業 50 分×２コマ→演繹テスト 10
分→演繹授業 50 分×２コマ→判断テスト 10
分→判断授業 50 分×２コマ→批判テスト 10
分→批判授業 50 分×１コマという流れにな
る。そうすることにより、特定の能力形成を
めざす授業とその授業効果を実証するデー
タを得ることができると考えた。実験クラス
と比較クラスに対する教育的配慮として、ど
のクラスにも同じ授業内容を担保すること
に加え、比較クラスの生徒には授業を受けて
いない内容のテストに対応しなければなら
ないことへの理解を得るため、教科担任の授
業者を通じて本実験授業の目的について事
前説明を行った。 
 
④実験的授業Ⅰの結果と考察 
 ここでは、各領域の能力評定平均値に基づ
いて高低群を設定し、批判的思考力に対する
社会認識力と社会的判断力の関連性を比較

検討する。なお、社会認識力は、事実判断と
推論を組み合わせて活用する能力と定義さ
れているが、本研究では帰納的推論と演繹的
推論に着目して検討する。 
a.群構成について 
 各領域の平均値に基づいて対象者を高群
と低群に分類した。その結果、帰納的推論領
域では高群 77 名、低群 56 名であった。演繹
的推論領域では高群 56 名、低群 77 名であっ
た。社会的判断領域では高群 83 名、低群 51
名であった。批判的思考領域では高群72名、
低群 60 名であった。 
b.領域群別の関連性について 
４種類の領域群別に、批判的思考力を目的
変数、帰納的推論、演繹的推論、社会的判断
を説明変数とする重回帰分析を行った（表 1）。
その結果、全領域の高群で社会的判断が批判
的思考力に対して有意な正の標準偏回帰係
数を示した。帰納的推論と演繹的推論の２領
域では低群の社会的判断が有意な正の標準
偏回帰係数を示したが、高群の標準偏回帰係
数の値の方が高かった。 
 

c.考察 
領域群別の重回帰分析の結果から、いずれ
の領域の調査問題でも高評価の高群の場合、
批判的思考力は、社会的判断力に有意に予測
されることが明らかになった。この結果は、
批判的思考力の育成において社会的判断力
が重要な役割を果たす可能性が示唆された。 
 
(2) 生徒の批判的思考力の形成に関する実
験的授業Ⅱ 
①実験的授業Ⅱの目的 
批判的思考力を育成するには帰納的推論、
演繹的推論、社会的判断のどの能力に焦点化
しながら授業構成することが効果的かを明
らかにする。 
 
②実験的授業Ⅱの手続き 
本研究の調査協力者は徳島県下の中学校
１校の第３学年４クラスの中学生（実験クラ
ス：37 名、比較クラス１：38 名、比較クラ
ス２：34～36 名、比較クラス３：35～37 名）
であった。 
社会的思考力･判断力（帰納的推論力、演
繹的推論力、社会的判断力、批判的思考力）
を育成する実験的授業（７単位時間）を４つ
の異なる授業展開で実施した。授業終了後に
授業内容に合わせた諸能力を測る評価テス
トを実施した。テストは質問紙による選択肢
と自由記述問題からなる。本調査の目的と方



法、及び実験的授業と評価テストの内容につ
いて調査協力校の校長から承諾を得た後、授
業を実施する社会科教諭との連絡調整を行
い、実験的授業期間中の特別時間割を作成す
る協力を得た。 
 
③実験的授業Ⅱの実施 
実験的授業は、社会認識力育成型授業にか
かわる①帰納的推論能力育成授業と②演繹
的推論能力育成授業、及び③社会的判断力育
成型授業、④批判的思考力育成型授業の４類
型からなる。評価テストは、実施した授業類
型ごとに当該類型に合わせた４問題から構
成した。実験的授業と評価テストの実施の流
れは、表２に示す通りである。 
 

表２ 各群の実験的授業の実施計画 
実験群 比較群 1 比較群 2 比較群 3 

帰納【2】 帰納【2】 帰納【2】 帰納【2】 

↓帰納テスト ↓帰納テスト ↓帰納テスト ↓帰納テスト 

演繹【2】 判断【2】 判断【2】 演繹【2】 

↓演繹テスト ↓判断テスト ↓判断テスト ↓演繹テスト 

判断【2】 批判【1】 演繹【2】 批判【1】 

↓判断テスト ↓批判テスト ↓演繹テスト ↓批判テスト 

批判【1】 演繹【2】 批判【1】 判断【2】 

↓批判テスト ↓演繹テスト ↓批判テスト ↓判断テスト 

※【 】内の数字は、授業コマ数を示す。 
※帰納的推論テストは帰納テスト、演繹的推論テストは演繹テス
ト、社会的判断テストは判断テスト、批判的思考テストは批判テ
ストと略記する。 

 
④実験的授業Ⅱの結果と考察 
 実験的授業Ⅱの結果、及びそれを基に開発
した中学生の批判的思考力を育成する中学
校社会科授業モデルの詳細については、別途
公表の予定である。 
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